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令和 4年度第 4回廿日市市廃棄物減量等推進審議会 議事録

開催日時：令和 4年 7月 14 日（木）10：00～

開催場所：はつかいちエネルギークリーンセンター大会議室

１ 開会

２ 前回議事録の確認

前回議事録について全委員にご確認いただいた。

【決定事項】

Ø 議事録は、各委員の確認後、廿日市市ホームページに掲載する。

３ 審議会のスケジュールについて

審議会のスケジュールについて全委員にご確認いただいた。

【決定事項】

Ø 9 月に審議会を追加開催する。審議会の実施方法は対面形式と Web 形式を併用するなど、

臨機応変に対応できるよう検討する。

【質問・回答等】

委員 ：施策の内容については再度委員にご確認いただき、その内容を審議するため 9月頃

に追加で審議会の実施を検討されたい。

事務局 ：事務局としても施策内容について再度検討していただきたいと考えている。審議会

の実施方法は委員にとって負担が少ない方法を検討したい。

４ 審議 １）第 3次廿日市市一般廃棄物処理基本計画における基本理念等

【質問・回答等】

委員 ：３Ｒの推進は、従来から言われていることであり、改めて３Ｒを基本方針として掲

げるのはいかがか。近年、環境省では経済的なことを含め地域の中で資源を循環さ

せようとする「地域循環共生圏」という考えを公表している。「地域循環共生圏」

を基本方針としてはどうか。

事務局 ：一般廃棄物処理基本計画策定にあたり、食品ロスやプラスチックの収集方法等に係

る施策も記載しているため３Ｒは基本方針の一つとしたいと考えている。また、基

本方針は、市民にわかりやすい表現を用いたいと考えている。ただし、市としても

地域の中で資源を循環させる取り組みは重要だと考えているため、「地域循環共生

圏」については計画書の中で触れることとしたい。

【意見】

委員 ：資料に記載するゼロカーボンシティの表現は、廿日市市の宣言と同様の表現にされ

たい。
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５ 審議 ２）第 3次廿日市市一般廃棄物処理基本計画におけるごみ減量化施策

【質問・回答等】

委員 ：食品ロスに関する施策について、施策状況は定期的に組成調査等を実施することで

判断することが可能か。

事務局 ：定期的に組成調査を実施し、食べ残しや手つかず食品の調査を実施する予定である。

委員 ：食品ロスに関する施策は、事業者等にも協力いただく必要があるため、食品ロスを

実施した事業者名を出すなどは良い取り組みだと思う。具体的な取り組みの内容は

これから考えるのか。

事務局 ：そのように考えている。

委員 ：消費者が正しく「賞味期限」と「消費期限」を理解することが食品ロス対策につな

がると考えられるため、行政が中心となって情報発信等を行ってほしい。

事務局 ：行政としても消費期限、賞味期限の違いを説明することが食品ロスの削減につなが

る。

委員 :市民や事業者が主体の施策について、計画書の中ではどのような表現としていくこ

とを考えているか。

事務局 ：今後計画書としてとりまとめをしていく中で検討したい。

委員 :基本理念に「協働」とあるように、行政・市民・事業者がそれぞれの取り組みを実

施し、お互いが補い合い、協力していくことが大切である。現状では、個々で実施

する内容になっているため内容を見直していただきたい。

事務局 ：行政・市民・事業者のそれぞれ役割が分かる形で修正したい。

委員 ：鳴川海岸の廃プラスチック、牡蠣筏の竹材、発泡スチロール等の処理について課題

がある。廿日市市として今後どのように処理していくか検討されたい。

事務局 ：海岸漂着ごみ等についても、上位計画である環境基本計画等を踏まえながら検討を

進めていきたい。

委員 ：はつかいちエネルギークリーンセンターへの持込ごみを 30 ㎝以下とすることとし

ている理由を教えて欲しい。

事務局 ：ごみピットから炉に投入する際、その入り口（ごみホッパ）の開口が 50㎝程度で

あることから、詰まりを防止するために 30 ㎝以下としている。

委員 ：カーペット等の大型ごみは、はつかいちエネルギークリーンセンターに持ち込むこ

とは可能か。高齢者は大型ごみを 30㎝以内に切断することや持ち運びを行うこと

が難しい。

事務局 ：毎月第 2土曜日の午前中に旧佐伯クリーンセンターで回収を行っている。また、廿

日市市ではふれあい収集とは別に大型ごみの戸別収集という取り組みを案内して

おり、ごみ分別早見表に記載しているため確認いただきたい。

【意見】

委員 ：委員の中にも食品ロスの取り組みに関するアイディアを持っている方がいるため、

そういった方を基点として啓発等を進めていただきたい。
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委員 ：施策の実施による効果について、一部効果を期待する施策ではない施策があるが、

施策を実施しても効果がない施策と誤解を与えてしまう可能性があるため書き方

を再考されたい。

委員 ：バイオマスプラスチックについて、バイオマスプラスチックの採用に伴いごみ袋の

性能（厚さ、使いやすい等）の低下や価格高騰が懸念される。上記の内容を踏まえ、

取り組みの検討を進めていただきたい。

委員 ：ふれあい収集や戸別収集については知らない市民もいるため、パンフレットだけで

なくアプリの Q＆Aに載せるなど、周知も含めて検討されたい。また、周知の際は

市民にわかりやすい言葉を使用されたい。

委員 ：基本理念において「ゼロカーボンシティの実現」を掲げているため、施策の中でゼ

ロカーボンシティへの効果について記載してはどうか。

６ 審議 ３）ごみ排出量等にかかる目標値及び将来人口の推計

【決定事項】

Ø ごみ排出量等に係る目標は「県内市 1位」とする。

【質問・回答等】

委員 ：ごみ総排出量合計原単位、家庭系ごみ排出量原単位及びリサイクル率について、目

標設定の考え方を県内市 1位とし、各目標値は令和 2年度時点の県内市 1位の値か

ら設定されているが、目標年度における県内市 1位の値は現時点では想定できない

ため、数値は目標値とせず考え方（県内市 1位）のみ目標として設定してはいかが

か。

事務局 ：そのように整理し、数値は参考目標値として設定したい。

７ 審議 ４）生活排水処理に係る実績及び施策

【意見】

委員 ：生活排水処理の施策において、ごみ減量化施策と同様に、実施状況の判断基準や実

施による効果等についても考慮してほしい。また、し尿処理施設の在り方検討など

の基本理念につながる箇所については、何を出すかが具体的に見えるようにした方

がよい。

８ その他

９ 閉会

以上


